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５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
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跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
―
江
戸
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
野
清
水
遺
跡
は
、
出
雲
平
野
中
心
部
の
斐
伊
川
西
岸
に
位
置
す
る
。
今
回

の
調
査
は
、
出
雲
市
内
を
東
西
方
向
に
走
る
予
定
の
出
雲
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に

伴
う
も
の
で
、
二
〇
〇
二
年
度

―
二
〇
〇
四
年
度
の
三
カ
年
に

わ
た
っ
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
前

期
の
遺
構
面
で
は
竪
穴
状
遺

構

。
土
坑
と
小
規
模
な
土
器
群

れ

が
混
在
し
、
そ
れ
ら
の
外
側
に

今

走
る
南
北
方
向
の
流
路
に
は
多

量
の
土
器
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。

古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
遺
構
面
で
は
、
掘
立
柱
建
物

・
竪
穴
住

居

・
溝
状
遺
構
及
び
小
規
模
な
土
器
群
が
散
在
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
遺
構

面
で
は
、
古
墳
時
代
に
は
遺
構
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
に
も
遺
構
が
現
わ
れ

る
。
掘
立
柱
建
物
五
棟
の
ほ
か
、
柱
列

・
溝
状
遺
構
及
び
小
規
模
な
土
器
群
が

あ
る
。
こ
の
時
期
の
包
含
層
か
ら
は
、
分
銅
な
ど
の
銅
製
品
や
そ
の
鋳
造
に
伴

い
生
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
銅
塊
が
出
土
す
る
。
平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、

ピ

ッ
ト
が
多
数
あ
り
、
そ
の
上
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の

水
田
面
と
な
る
。

木
簡
は
、
二
〇
〇
三
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、
奈
良
時
代
の
遺
構
面
直
上
か

ら
出
土
し
た
。
包
含
層
の
遺
物
で
あ
り
、
遺
構
に
は
伴
わ
な
い
。
文
字
資
料
と

し
て
は
、
他
に
奈
良
時
代
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
四
点
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
高
台
を
も
つ
杯
や
皿
の
底
部
外
面
に
墨
書
さ
れ
、
一一百
〔は

「六
」
と

読
め
、　
一
点
は

「東
」
に
似
る
が
確
定
で
き
な
い
。
三
点
の

「六
」
に
つ
い
て

は
、
は
ね
や
止
め
に
対
す
る
意
識
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
二
年

度
調
査
で
も
、
「塩
冶
」
（律
令
制
下
の
当
地
域
の
郷
名

「出
雲
国
神
門
郡
塩
冶
郷
」

を
指
す
か
）
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌『凝
］衆
∞
儲
］

表
面
は
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
加
工
痕
が
残
ら
な
い
。
裏
面
に
は
カ
ツ
ト
グ
ラ

ス
状
の
加
工
痕
が
残
る
。
下
端
は
、
表
面
か
ら
裏
面
へ
向
か
っ
て
斜
め
に
切
断

中宗
野の

清し

将
遺
跡
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し
か
け
た
が
途
中
で
失
敗
し
、
折
り
取
っ
て
い
る
。
文
字
は
四
文
字
分
残
る
が

釈
読
で
き
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場

基
氏
、
山
本
崇
氏
、
及
び
島
根
県
立
博
物
館
の
平
石
充
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

島
根
県
教
育
委
員
会

『大
津
町
北
遺
跡

・
中
野
清
水
遺
跡
』
公
一〇
〇
四
年
）

島
根
県
教
育
委
員
会

『中
野
清
水
遺
跡

（２
産

全
一〇
〇
五
年
）（久
保
田
一
郎
）
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跡
及
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遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
声
田
川
左
岸
の
河
川
敷
に
お
け
る
新
法
音
寺
橋
の
橋
台
及
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び
橋
脚
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ

る
。
調
査
地
は
常
福
寺

（現
明

王
院
）
の
門
前
に
あ
た
り
、
遺

跡
包
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
中

州
北
半
の
東
側
に
位
置
す
る
。

橋
台
部
の
東
調
査
区

０
一八
ｍ

×
九
じ

と
、
橋
脚
部
の
西
調

査
区

（
〓

冨

×
九
じ

に
お
　

３

い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

(福 山)




